
『
二
十
年
度
経
審
改
正

全
項
目
を
見
直
し
』

国
土
交
通
省
は
経
営
事
項
審
査
の

改
正
に
向
け
て
、
具
体
的
な
方
向
性

を
ま
と
め
た
。

Ｘ
１
（
完
成
工
事
高
）
の
ウ
ェ
ー

ト
を
引
き
下
げ
、
完
工
高
偏
重
の
現

状
を
是
正
す
る
。

Ｘ
２
（
営
業
利
益
・
自
己
資
本
）

は
相
対
的
に
高
く
し
て
、
利
益
額
、

自
己
資
本
額
、
付
加
価
値
額
な
ど
で

差
が
つ
く
制
度
設
計
に
す
る
。

ま
た
見
直
し
要
望
の
強
い
Ｙ
（
経

営
状
況
）
も
、
企
業
実
態
を
反
映
し

た
評
価
と
な
る
よ
う
、
全
面
的
に
変

更
す
る
。

さ
ら
に
Ｚ
（
技
術
力
）
、
Ｗ
（
社

会
性
な
ど
）
も
見
直
し
、
全
て
の
項

目
が
改
正
さ
れ
る
。
中
央
建
設
業
審

議
会
の
了
承
を
経
て
告
示
改
正
し
、

二
十
年
度
か
ら
の
適
用
を
考
え
て
い

る
。見

直
し
で
は
、
、
Ｘ
１
（
完
工
高
）

に
つ
い
て
、
現
行
三
五
％
の
ウ
ェ
ー

ト
を
二
五
％
程
度
に
引
き
下
げ
る
。

さ
ら
に
、
小
規
模
業
者
間
で
も
差
が

付
く
よ
う
、
下
限
を
引
き
下
げ
て
、

従
来
下
限
に
張
り
付
い
て
い
た
層
を

ば
ら
つ
か
せ
る
。

Ｘ
２
（
営
業
利
益
・
自
己
資
本
）

は
、
ウ
ェ
ー
ト
を
現
行
の
十
％
か
ら

十
五
％
程
度
に
引
き
上
げ
る
。
中
小

企
業
で
は
極
端
な
差
の
つ
か
な
い
評

点
分
布
と
し
て
、
Ｘ
１
の
補
完
的
な

位
置
づ
け
と
す
る
。

ペ
ー
パ
ー
会
社
が
実
態
に
合
わ
な

い
高
い
点
数
を
得
て
い
る
Ｙ
（
経
営

状
況
）
は
、
全
面
的
に
見
直
す
。
企

業
実
態
を
反
映
し
た
評
点
分
布
と
な

る
よ
う
、
評
価
幅
を
見
直
す
。
ま
た
、

財
務
諸
表
の
信
頼
性
に
応
じ
て
評
点

に
差
が
付
く
よ
う
に
す
る
。

Ｚ
（
技
術
力
）
は
現
行
の
二
十
％

の
ウ
ェ
ー
ト
を
二
五
％
程
度
に
引
き

上
げ
る
。
技
術
者
数
だ
け
を
み
る
現

状
を
改
め
、
施
行
実
績
を
評
価
す
る

観
点
か
ら
新
た
に
「
元
受
完
工
高
」

を
評
価
す
る
。
ま
た
技
術
者
数
の
評

価
を
一
定
程
度
で
頭
打
ち
に
す
る
。

Ｗ
（
社
会
性
な
ど
）
は
、
現
行
よ

り
差
が
つ
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
す

る
。
労
働
福
祉
の
状
況
や
防
災
協
定

の
締
結
、
営
業
年
数
な
ど
に
お
け
る

加
点
減
点
の
幅
を
拡
大
。
法
令
順
守

状
況
も
評
価
対
象
に
加
え
る
。
等
々
。

（
別
紙
資
料
を
御
参
照
下
さ
い
）

先
日
付
小
切
手
を
す
ぐ

呈
示
し
て
も
よ
い
か

Ｑ
、
取
引
先
に
売
上
代
金
を
請
求

し
た
と
こ
ろ
、
四
、
五
日
待
っ
て
く

れ
と
言
っ
て
、
五
日
先
の
日
付
の
小

切
手
を
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
切
手

は
そ
の
日
付
が
こ
な
い
と
銀
行
は
支

払
っ
て
く
れ
な
い
で
す
か
。

Ａ
、
あ
な
た
が
受
取
っ
た
小
切
手

は
、
先
日
付
小
切
手
と
い
わ
れ
る
物

で
、
振
り
出
し
の
日
付
を
将
来
の
日

付
に
し
て
振
り
出
し
た
小
切
手
で
す
。

何
故
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
い

い
う
と
、
小
切
手
は
本
来
手
形
と
違
っ

て
満
期
日
が
な
く
、
振
出
し
た
ら
す

ぐ
に
で
も
支
払
い
を
求
め
て
現
金
化

で
き
る
も
の
で
す
（
こ
れ
を
一
覧
性

と
言
い
ま
す
）
。
し
か
し
実
際
に
は
、

振
出
時
に
は
当
座
預
金
残
高
が
足
り

な
い
け
れ
ど
、
将
来
の
あ
る
時
期
に

間
違
い
な
く
入
金
の
見
込
み
が
あ
る

と
い
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
時
期
以

後
の
日
を
振
出
日
と
書
い
て
、
そ
の

日
が
来
た
ら
銀
行
に
呈
示
を
し
て
下

さ
い
と
い
う
こ
と
で
先
日
付
小
切
手

を
振
出
す
わ
け
で
す
。
し
か
し
こ
の

場
合
で
も
、
小
切
手
の
一
覧
性
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
先
日
付
小

切
手
が
振
出
し
日
付
の
前
に
呈
示
さ

れ
て
も
、
銀
行
は
即
座
に
小
切
手
を

支
払
い
ま
す
。
で
す
か
ら
あ
な
た
も

銀
行
に
そ
の
小
切
手
を
呈
示
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
振
出
人
の
当
座
預

金
の
残
高
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
銀

行
は
小
切
手
金
額
を
払
っ
て
く
れ
ま

す
。
も
し
、
預
金
残
高
が
な
い
と
銀

行
は
支
払
っ
て
く
れ
ず
、
小
切
手
は

不
渡
り
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
あ
な
た
が
四
、
五
日

待
つ
こ
と
を
承
諾
し
て
先
日
付
小
切

手
を
受
取
っ
た
な
ら
、
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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□

今
月
の
一
冊
□

最
近
の
出
版
書
の
中
か
ら
、
私
が
読

ん
で
み
て
、
こ
れ
は
と
思
う
一
冊
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
こ
の
一
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
も
の
を
考
え
る
人
』

渡
部

昇
一
著

三
笠
書
房

も
の
を
考
え
る
力
は
人
生
を
豊
か

に
す
る
。
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は

何
で
、
ど
ん
な
人
生
を
送
り
た
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
…
…
。

そ
う
語
る
筆
者
が
、
「
も
の
を
考
え

る
力
、
生
み
出
す
力
」
の
身
に
つ
け

方
を
、
自
身
の
人
生
体
験
を
踏
ま
え

て
述
べ
る
。
考
え
る
力
を
つ
け
る
環

境
づ
く
り
、
生
産
的
な
読
書
術
、
時

間
活
用
術
な
ど
、
自
分
を
高
め
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
る
。

□
人
間
が
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
志

を
実
現
す
る
に
は
、
物
事
を
深
く
学

び
、
頭
を
鍛
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。

□
頭
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
人
生
の

師
と
言
う
べ
き
「
よ
き
師
」
と
、
自

分
を
高
め
て
く
れ
る
「
よ
き
ラ
イ
バ

ル
」
を
持
つ
こ
と
が
有
効
だ
。

□
読
書
の
際
は
、
「
自
分
の
境
遇
に

率
直
に
従
っ
た
読
書
」
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。

自
分
の
中
に
知
的
欲
求
が
あ
れ
ば
、

な
に
を
読
ん
で
も
糧
と
な
り
、
な
け

れ
ば
、
ど
ん
な
名
著
を
読
ん
で
も
何

も
蓄
積
さ
れ
な
い
。

□
知
的
生
活
を
送
る
上
で
大
事
な
の

は
、
今
あ
る
環
境
の
中
で
、
い
か
に

自
分
の
時
間
と
空
間
を
創
造
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

□
自
己
の
成
長
は
、
孤
独
と
い
う
時

間
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
。
仕
事

を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
人
ほ
ど
、

仕
事
を
離
れ
た
孤
独
な
時
間
を
持
ち
、

思
考
を
集
中
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

□
も
の
を
考
え
る
た
め
の
環
境
を
整

え
る
に
は
、
ま
ず
、
自
分
の
「
知
的

座
標
軸
」
と
で
も
言
う
べ
き
『
蔵
書
』

を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

□
人
生
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
例
え

ば
、
次
の
よ
う
に
時
間
を
活
用
す
る
。

・
知
的
生
産
を
す
る
上
で
、
「
中
断
」

は
致
命
的
な
障
害
と
な
る
。
中
断
す

る
こ
と
な
く
、
物
事
に
熱
中
す
れ
ば
、

脳
は
最
高
の
機
能
を
発
揮
す
る
。

・
自
分
の
時
間
に
は
「
他
律
的
な
時

間
」
と
「
自
立
的
な
時
間
」
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く
取

れ
ば
、
時
間
を
有
効
に
活
用
で
き
る
。

・
余
暇
と
は
、
自
分
の
人
生
そ
の
も

の
だ
。
自
分
が
面
白
い
と
思
う
こ
と
、

意
味
が
あ
る
と
思
う
こ
と
を
す
れ
ば
、

そ
れ
が
余
暇
に
な
る
。
等
々
。

先
日
、
全
国
建
設
業
関
係
行
政
書

士
協
議
会
（
建
行
協
）
の
熊
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
大
森
審
議
官
に
よ

る
基
調
講
演
「
今
後
の
建
設
産
業
の

ゆ
く
え
」
や
各
種
専
門
家
と
建
設
業

者
を
交
え
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
聞
い
て
、
建
設
産
業
の
今

後
の
方
向
性
や
経
営
事
項
審
査
の
改

正
の
意
義
を
大
雑
把
に
で
す
が
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熊
本
ま
で
は
話
題
の
多
い
飛
行
機

を
使
わ
ず
に
、
新
幹
線
と
リ
レ
ー
つ

ば
め
を
乗
り
継
い
で
の
約
５
時
間
あ

ま
り
の
旅
で
し
た
。
つ
い
で
に
、

（
ど
ち
ら
が
つ
い
で
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
）
名
産
の
馬
刺
し
や
か
ら
し
蓮

根
を
賞
味
し
、
天
草
地
方
の
観
光
や

菊
池
温
泉
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
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